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野生型のニワトリ卵白リゾチームは 4本の S-S 結合によって立体構造が安定化されている。この S-S 結合をアミ
ノ酸置換することによって欠損させた変異体をタンパク質の折りたたみ過程の中間体として位置づけ、その構造を
NMR 分光法によって研究してきた。リゾチーム S-S 結合欠損変異体は S-S 結合を欠損させる本数・部位によって、
その構造は大きく変化する。本研究対象はCys6-Cys127(SS1)とCys30-Cys115(SS2)を残した2SS(1+2)変異体である。


















111 += である。 をフーリエ変換して得
られるスペクトル密度関数
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γγµ h が掛かっている。 ( )Nj ω が 1量子遷移、 ( )NHj ωω + が
2 量子遷移、 ( NHj )ωω − が 0 量子遷移に対応したスペクトル密度関数である。縦緩和と横緩和には違いがある。
局所磁場のXY成分の揺らぎだけが縦緩和を促進させるのに対し、局所磁場のZ成分の揺らぎも横緩和を引き起こす。


































から、図 1を用いてτcを決定した。それを図 2に示す。 




 また、各温度における 2SS(1+2)変異体のτcの値は、4SS体のもの 





R1、ηを計算したものが図 3である。このグラフに R1 とηの測定値を
プロットして、S2、τを決定した。  










































水色:0.95 を示す。  
S2=0.95、τ=0.1nsを茶色でプロットした。
横軸はτc、縦軸はR2/R1 の値である。 る。全残基に対するR2/R1 の測定値の平均値 































を示す。横軸はη、縦軸は R1 の値である。 s図 4 4SS 体と 2SS (1+2)変異体の S2の比較 
緑が 4SS 体、赤が 2SS(1+2)変異体、pH3.8、
25℃における S2 の値を棒グラフで表した。
横軸は残基番号を表す。 
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